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Select Lesson 11評価規準
①聞くこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・食事の注文をうけるためにたずね、答える相手と積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲を示している。

（コミュニケーションの継続）

・「聞いている」という意思表示を視線、表情、ジェスチャーなどで示すことができる。

・きかれた質問に対して、答えを準備したり、聞き返したり、間を置く表現を使ったりして適切に反応しようとしている。

●表現の能力
●理解の能力
（正確な聞き取り）

・May, Would、Anything などで始まる疑問文を聞いて、その内容を正確に理解することができる。

・Checkで聞いた質問の意味を正しく理解している。

・LISTENINGで使用されている注文の表現をきいて内容を正しく理解できる。

・Challenge（オプション）のACTIVITIES(2)を聞いて、内容を正しく理解している。

（適切な聞き取り）

・May I take your order?という注文を受ける表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

・I'll have ~を使った注文の品を答える表現を聞いて、内容を適切に理解することができる

・Would を使った飲み物をたずねる表現を聞いて、相手が飲みたい物の名前を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・I'd like ~使った注文の品を答える表現を聞いて、内容を適切に理解することができる

・Anything を使ったデザートなどをたずねる表現を聞いて、相手が食べたいものの名前を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・I'll have ~ や  that's all使った注文の品を答えたり、注文を断ったりする表現を聞いて、内容を適切に理解することができる

・pizza, spaghetti, curry and rice, fried rice, oolong tea, iced tea, salad, custard puddingなどの表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・Ｍayがレストランで客から料理の注文を取る表現であることを知っている。

・I'll have ~がレストランで料理を注文する表現であることを知っている。

・Would がレストランで客から飲み物の注文の取り方を知っている。

・I'd like ~がレストランで飲み物の注文をする表現であることを知っている。

・Anything ~ がレストランで客からデザートなどの注文を取る表現であることを知っている。

・I’ll have~, No. that’s all.がレストランでデザートを注文したり、注文を断ったりする表現であることを知っている。

（文化についての理解）
・欧米のレストランやホテルでは、サービスを受けたときチップを渡す習慣があることを知っている。

・レストランでのチップは、合計金額の10～20％が目安であることを知っている。

②対話すること

●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・食事の注文などに関する情報を相手に伝えようとする意思を示している。

・教科書p. 104に掲載されているような相槌表現を使って、相手の発言に反応し、関心を示す。

（コミュニケーションの継続）

・教科書p. 85のSPEAKING活動やp. 86のROLE PLAY活動で、相手がうまく言えないときや相手が正確に聞くことができないときでも、別の表現を使うなど工夫して対話を継続しようとしている。

●表現の能力

（正確な対話）

・Would you like something to drink?の疑問文と、Yes, I'd like a cup of tea.の答えの表現で、強く発音するところ、音がつながるところを正しく発音することができる。

・初めて会う人などに、あるところへの行き方を正しい表現を使ってたずね、答えることができる。

（適切な対話）

・注文によって、Yes. I'll have a ~ , や Yes, I'd like a ~、などの注文依頼の表現を使い分けたり、No, that's all. など注文を断る表現を使ったりするなど、場面によって適切な対話をすることができる。

・SPEAKINGでは、最も適切だと思われる語句を選んで、場面に応じて文を変えて表現することができる。

●理解の能力
（正確な対話）

・注文の対話表現（Key Expressions）を正確に理解している。

（適切な対話）

・自然な口調で話されたレストランでの食事の質問が正しく理解できる。

・きかれたことに対して、素早く適切に自分のことを相手に知らせることができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・食事の注文の対話表現（Key Expressions）に関する文法（POINTS）とイントネーション（SOUNDS）を正確に理解している。

（文化についての理解）

・教科書p. 84に掲載されているように、欧米のレストランやホテルでは、サービスを受けたときチップを渡す習慣があることを知っている。

・レストランでのチップは、合計金額の10～20％が目安であることを知っている。

③話すこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・教科書p. 85のSPEAKING活動やpp. 86のROLE PLAY活動で、積極的にクラスメートに質問したり、答えたりしている。

（コミュニケーションの継続）

・教科書p. 85のSPEAKING活動やp. 86のROLE PLAY活動で、相手がうまく言えないときや相手が正確に聞くことができないときでも、別の表現を使うなど工夫して対話を継続しようとしている。

●表現の能力

（正確な対話）

・Would you like something to drink?の疑問文と、Yes, I'd like a cup of tea.の答えの表現で、強く発音するところ、音がつながるところを正しく発音することができる。

・May I take your order?という注文を受ける表現を適切に使うことができる。

・I'll have ~を使った注文の品を答える表現を適切に使うことができる

・Would を使った飲み物をたずねる表現を適切に使うことができる。

・I'd like ~使った注文の品を答えることができる

・Anything を使ったデザートなどをたずねる表現を適切に使うことができる。

・I'll have ~ や that's all使った注文の品を答えたり、注文を断ったりする表現を適切にすることができる。

・pizza, spaghetti, curry and rice, fried rice, oolong tea, iced tea, salad, custard pudding　などの表現を適切に使うことができる。

（適切な発話）

・相手の目を見て話すことができる。

・大きな声ではっきりと発話することができる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・注文に関する情報を聞き出す場合は、疑問詞などを使って質問することを知っている。

・to drink が不定詞の形容詞的用法(to ＋動詞の原型)であることを知っている。

（文化についての理解）

・発話の際には、相手の目を見ることが大切であることを理解している。

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
④口頭で発表すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・間違うことを恐れず積極的に人前で発表している。

・教科書pp. 86の活動を充分に練習し、スムーズに発表できるように主体的に取り組んでいる。

・道案内を、正しくわかりやすく伝えようとしている。

（コミュニケーションの継続）

・発表の途中で詰まったときや、うまく言えない表現があったとき、知っている語句やジェスチャー用いて発表を継続する工夫をしている。

●表現の能力

（正確な発表）

・このレッスンで学習した注文の表現を用いて、指定された料理、飲み物、デザートの注文のしかた、答え方をクラス全員に示すことができる。

（適切な発表）

・クラス全体を見渡しながら、大きな声ではっきりと、普段の対話よりややゆっくり発表できる。

●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・普段の対話の時より、はっきりと発音すること、ややゆっくり発話することを知っている。

・自己紹介、クラスメートの紹介をするときの表現を理解している。

（文化についての理解）

・発話の際には、相手の目を見ることが大切であることを理解している。

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
